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＜軍事は禁忌、ひとごとか？＞＜軍事は禁忌、ひとごとか？＞＜軍事は禁忌、ひとごとか？＞＜軍事は禁忌、ひとごとか？＞    

安藤 博 

 

 自衛隊員との対話？ 

 軍事に関わること、たとえば 2010 年

12 月 17 日に政府の安全保障会議・閣議

で決定された新しい＜防衛計画の大綱＞

について、軍事のプロ、自衛隊員と対話

するようなことは、禁忌か、自分には関

係ないことなのか―もちろんそうではあ

りません。わたしたちの税金が、知らな

いうちに戦争の危険を増すことに使われ

るようになっていないかを監視するため、

兵器調達や部隊編成の中長期計画を定め

た＜大綱＞について、その内容をつかん

でおかねばならないのです。NPJ メンバ

ーの多くが、それぞれにそうしておられ

ると思います。 

 

 問題は、個々人ではなく、＜非暴力平

和隊＞の組織としてはどうなのかです。 

 ふたたび新＜大綱＞を例に挙げると、

最初の＜大綱＞（1976/10/29）以来 30

年余り日本の安全保障の基本方針とされ

てきた「基盤的防衛力構想」を破棄して

「動的防衛力の構築」に転換したことに

ついて、防衛庁の担当官との対話集会を

NPJ 主催で行うようなことはどうか。即

ち、「『動的』と称して『専守防衛』を放

棄し、先制攻撃による防御、つまり北朝

鮮の核・ミサイル根拠地を先制爆撃する

ことなどを企らんでいるのではないか」

と、反政府姿勢を露にした「対話」を行

うようなことが、NPJ 活動として妥当か

どうかです。 

 

 「君子危うきに・・・」や「朱に交わ

れば・・・」といった類いの警戒論は論

外として、一つには「政治的立場はとら

ない」という NP の活動規範（Non 

partisanship）との関係で問題があるか

もしれません。 

しかしそれよりもっと根本的には、＜非

暴力平和隊＞創設の基本理念に反しない

かという問題があるでしょう。つまり、

非暴力で平和を創ることと武力・軍事力

で安全保障の備えをして平和を維持しよ

うとすることとは絶対的に相容れない、

したがって対話の余地はない、すべきで

はない―NP が組織として軍事分野と関

わりを持つことに対しては、そういう反

対論があり得るでしょう。 

  

＜憲法 9 条部隊＞論議 

 活動沈滞気味の 2010 年度の中で、元防

衛省防衛研究所研究官の加藤朗・桜美林

大学を講師として同教授が提案した＜憲

法９条部隊＞をテーマに、2010 年の 7、

９、１０月の三回にわたって講演・討論

会を行いました。９条が活きるように「す

る平和」を唱導してきたわたくしたち非

暴力平和隊が、具体的に何ができるか、

何をすべきかを探るための試みでした。 

 このシリーズ講演会は、さらに NPJ 共

同代表、君島東彦立命館大学教授の講義

時間(2010/12/1)を利用して学生を前に

行われた加藤・君島対談につながってい

ます。NPJ ニューズレター2010/9/28 号の

巻頭言には、青木護・理事による「自衛

隊と NPJ の対話を」も掲載されています。 

 こうした活動、あるいは活動提案に対

して、「『自衛隊関係者との対話』には賛

成ではない」、「なぜ政府や政党を飛び越

して自衛隊と対話するのか」といった異
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論・疑問が NPJ メンバー間のメールで提

起されました。それらを集約したのが、

本 NL５ページから１５ページにかけて

の＜メール交信記録「ミリタリーとどう

向き合うか」＞です。 

 そして、こうした論議を今後の NPJ 活

動方針に活かすためのワークショップを

開催することが、前回の NPJ 理事会（2010

年 12 月 20 日、京都）で決められました

（本 NL４ページの奥本京子理事による

「お誘い」参照）。 

 

NPJ はどこへ行く？ 

 上記のメール交信の中で「今後の活動

方針」について貴重な提案も行われてい

ます。提案は、活動の柱を「NP への協力」

「日本国内での非暴力の普及」「東アジア

での連携」の 3 つに整理」し、「NP への

協力」については、「NP スーダンプロジ

ェクトのフィールドワーカー１人を見い

だすことを来年度の具体的な目標とし、

そのために各地で講演会を開く」ことが

あげられています。 

 残念ながら現状は、この三本柱の全て

がおぼつかなくなっています。最大の問

題は、肝心の NP 現地活動が現在どのよう

に行われているか、メンバー団体である

NPJ に伝わってこないことです。スリラ

ンカからの撤収は、いつどのように行わ

れるか。南スーダン独立を諮る住民投票

の監視活動は、どの程度の規模でどうい

うことをしたか。投票が終わって、これ

からどうするのか―いずれもはっきりし

ません。南スーダン活動の今後などにつ

いての情報提供を、ティム・ウォリス NP

事務局長に対し「2 月末までに」の期限

付きで要請していますが。 

 NPJ は、悪くすれば国際平和活動団体

である NP から離れた孤児になってしま

う、それならそれで活動の主眼を日本国

内に置いて、国内の暴力に立ち向かう活

動を、NP 支援とは別に進めていくべきで

はないか―そんな思いから、”NP からの

独立”という、当時としては冗談交じり

一文を筆者が本誌に書いて既に二年余

（「離脱？地に足をつけて」、NPJ ニュー

ズレター2008/12/12 日号参照）。しかし、

その「NPJ 独自の国内活動」も、展望は

定かではありません。 

 

 3/13 の総会後に予定された WS はそう

した一種の行き詰まりのなかで、2010 年

度最後の、そして NPJ が組織を挙げて取

り組む唯一の本格的活動です。今後の活

動、具体的にはこの四月からの新しい年

度に向けて活動の展望を得られるものと

なることを期待します。 

 

 軍事とどう接するかに関連して最後に、

日本における非暴力平和活動の偉大な先

達、阿波根昌鴻さんの言葉を挙げておき

ます。 

 「わしらは、心が正しくても、国の政

治に無知では、人類が住みやすい、平和

で幸福な社会をつくる事は難しい。 

 広い知識があっても、心が正しくない

と、真の平和の実現はないと考える。」

（『伊江島通信』 2011/1 月号巻頭掲載）。 

 阿波根語録の後段を NPJ 用に翻案すれ

ば、「学んだ知識を内輪にしまい込んでし

まわずに、『万人の万人に対する闘争』が

止まない現実社会に活かさなければ、真

に平和で幸福な社会の実現を目指す団体

とは言えない」 



 

 

ワークショップを開催ワークショップを開催ワークショップを開催ワークショップを開催    

するにあたってのお誘いするにあたってのお誘いするにあたってのお誘いするにあたってのお誘い    

奥本京子 

 

 来 3 月 13 日の総会後、「ミリタリーをど

うするか」と題してワークショップ(WS)を

行うことが、2010 年 12 月 20 日の NPJ 理事

会（京都）で決っています。私は、そのフ

ァシリテーターを務めることになりました。

そこで、WS の冒頭では、何人かの方々（主

に NPJ 会員）に、短い報告をしていただく

ことになりましたが（ML 上での議論より）、

以下のような枠組みとしてまとめさせて頂

きました。NPJ 代表の君島東彦さん（立命

館大学教授）やその学生さんたち、そして

北海道から小林善樹さん、福島から鞍田東

さんが参加される予定です。 

 遠方からの参加者のみならず、当日は東

京周辺からの参加者も、会場の早稲田奉仕

団に泊まり込みし、ゆっくり交流すること

ができそうです。200７年 8 月、高野山で行

った日韓交流会議以来ひさびさに、皆様と

時間を限らない突っ込んだ「対話」をする

ことができると、いまからとても楽しみに

しています。 

 WSは NPJ会員以外も含めて公開で行ない

ます。皆様、お近くの、特に学生さんなど

若い方たちにも呼びかけて、一人でも多く

の参加を得られるようご尽力下さい。 

 

＜ワークショップ：＜ワークショップ：＜ワークショップ：＜ワークショップ：    

ミリタリーをどうするか＞ミリタリーをどうするか＞ミリタリーをどうするか＞ミリタリーをどうするか＞    

 

日時：2011 年 3 月 13 日（日） 

NPJ 理事会・総会（13：00～）後の 14:00

ごろから少なくとも 4 時間半。 

 

場所：財団法人 早稲田奉仕園 

〒169-8616 東京都新宿区西早稲田 2-3-1  

最寄駅（地下鉄）東西線早稲田駅から徒歩

7 分 

    

http://www.hoshien.or.jp/seminar/index

.html     

 ワークショップ会場は、14：00～18：00 セ

ミナーハウス１階１０２号。18:00 以降は、

宿泊場所のアイビーハウス１階で。   

報告： 

・ 君島東彦さん：「軍を非軍事化する」君島東彦さん：「軍を非軍事化する」君島東彦さん：「軍を非軍事化する」君島東彦さん：「軍を非軍事化する」  

参考文献 

君島東彦「日米安保体制をどのように克服

するか─共同体形成と脱軍事化への道筋」

（『法律時報増刊 安保改定 50 年─軍事同

盟のない世界へ』 （日本評論社、2010 年）

227-234 頁、 

イ・デフン「軍隊をどうするか」 君島東

彦編『平和学を学ぶ人のために』（世界思想

社、2009 年）347-363 頁、 

ヨハン・ガルトゥング「過渡期にある軍隊

──軍にとっての新しい役割」 『ガルト

ゥングの平和理論─グローバル化と平和創

造』（法律文化社、2006 年）66-80 頁。 

・ 高木映里さん高木映里さん高木映里さん高木映里さん（立命館大学国際関係学

部２回生、立命九条の会代表）： 

・ 「世論と平和運動の間──９条の会の世論と平和運動の間──９条の会の世論と平和運動の間──９条の会の世論と平和運動の間──９条の会の

経験を通して考える」経験を通して考える」経験を通して考える」経験を通して考える」    

・ 内藤綾也佳内藤綾也佳内藤綾也佳内藤綾也佳さんさんさんさん（立命館大学国際関係

学部２回生、 International 

Solidarity Movement で活動）： 

・ 「「「「いま平和はどのように考えられていいま平和はどのように考えられていいま平和はどのように考えられていいま平和はどのように考えられてい

るか─日本国民の世論、若い世代の声るか─日本国民の世論、若い世代の声るか─日本国民の世論、若い世代の声るか─日本国民の世論、若い世代の声」」」」    

    ・・・・鞍田東さん：「鞍田東さん：「鞍田東さん：「鞍田東さん：「NPNPNPNP を支援することの意義を支援することの意義を支援することの意義を支援することの意義

についての私見」についての私見」についての私見」についての私見」    

・・・・小林善樹さん：「紛争を未然に防止する小林善樹さん：「紛争を未然に防止する小林善樹さん：「紛争を未然に防止する小林善樹さん：「紛争を未然に防止する

たたたた        めの私見」めの私見」めの私見」めの私見」    

    

kyohoku-win-web
タイプライターテキスト
4



   

5 

 

    

メール交信記録「ミリタリーとどメール交信記録「ミリタリーとどメール交信記録「ミリタリーとどメール交信記録「ミリタリーとど

う向き合うか」う向き合うか」う向き合うか」う向き合うか」    
 

 「憲法９条部隊」などに関する NPJ の

皆さんのメール記録（2010 年末－2011

年初め）につき、NPJ ニューズレター本

号掲載のために圧縮編集しました。3 月

13日の NPJ総会後に行われるワークショ

ップ「ミリタリーをどうするか」に備え、

総会に出席できない方も含めてそのテー

マを理解していただくに格好の資料であ

ろうと思います。ただ、約半分に圧縮し

たため、必要なメールが脱落したり元発

信者の意にそぐわないところがあるかも

しれません。そのことを含め、掲載され

る記録の文責は NPJ 事務局にあります。

(安藤 博) 

//////////////////////////////////// 

 

小林善樹小林善樹小林善樹小林善樹    2010/12/02 2010/12/02 2010/12/02 2010/12/02     

[NPJ] ニューズレター第 36 号に載せら

れた「憲法 9 条部隊」の構想について私

の意見と疑問点を申し述べたい。 

遠隔地に住む私は 3 回もの講演を聞く機

会がなかったのだが、第 36 号に載せられ

た安藤博さんと加藤朗さんの寄稿を読ま

せてもらい、その構想の概要を知ること

ができた。 

小学校 6 年生までは軍国教育を受け、そ

の後徹底して反戦主義者、非暴力主義者、

平和主義者となった私としての意見と私

が感じた疑問点を以下に申し述べたい。 

1．私は「自衛隊の存在は違憲である」と

いう立場をとっており、暴力装置である

自衛隊の合憲論を主張される改憲派の加

藤氏とは見解を異にしていることをまず

申し上げたい。 

したがって私は、NPJ が加藤氏の唱導す

る「憲法 9 条部隊」に参加することには

絶対に反対します。 

私は、日本国憲法前文と第 9 条の原点は、

インマニュエル・カントの「永遠平和の

ために」で提唱されている常備軍廃棄の

理想にあると理解しており、自衛のため

の軍隊も持たないのだ、という当時の吉

田茂首相の発言の通りだと理解していま

す。それが自衛隊を持つに至った経緯を

横目で見て成長して来た私は、今にして

思えば、吉田茂が全面講和論を退けて、

米国側との片面講和に踏み切り、昭和天

皇の意を受けて日米安保条約に署名して

しまったあたりからおかしくなったのか

な、と当時の情勢を振り返っているので

す。 

2．同構想が、憲法違反の存在である米軍

基地問題等国内問題には関与せずに、国

外に出て「憲法 9 条」を名乗ろうという

発想はなんとしても理解できないのです。 

3．次に「部隊」という名称に引っかかり

ます。非暴力平和隊構想の当初は、

Non-violent  

Peace Force と 3 語の名称が提唱者であ

る米国人から提案されていました。私は  

Force という軍隊用語に拒否感があり、

別な言葉に変えるよう提案をした一人な

んですが、ヨーロッパからも異論が出さ

れ、準備会議で議論がなされたあげく、

妥協案として Peaceforce という辞書に

はない新語を考え出して、 Force の語感

を弱めることでまとめたという経緯があ

ったことを付記しておきます。その後

NPJ に参加された方の中にも「隊」の言

葉に違和感を感じられた方がおられまし

たが、上記のような経緯を申し上げてご

理解いただいたことがありました。部隊

という名称は仮のものだといわれるかも
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知れませんが、そのような発想をなさる

こと自体に違和感を覚えます。 

4．隊員の資格のところで、「政治的・宗

教的活動に関与せず」という条件がつけ

られていることにも反対です。すべての

国民は政治的存在なのです。国民たるも

のは否応なく統治する側と統治される側

という二者に分けられるのです。統治さ

れる側は、さらに二つに分けられます。

一つは統治者側の意のままに盲従する

人々であり、もう一つは自分の意見を持

つ「まつろわぬ」人々です。統治する側

は後者を「非国民」呼ばわりすることが

ままありますね。「政治的・宗教的活動に

関与せず」という条件は前者の盲従する

人々をいうのでしょうね。(このあたり、

数年前の私の論旨と変わってきているこ

とは率直に認めましょう)。 

5．「連合」という組織からの支援への期

待を大きくお持ちのようですが、連合な

んてしょせんは労働組合、期待なさるこ

とは無駄だと思いますね。 

6．PKO の活動を評価されているように感

じられます。PKO は非武装とされていま

すが、武装する PKF との関係がどうもあ

いまいですね。まして前原外相は PKO の

武器使用基準を議論したいとの意向のよ

うで、必要最小限の軽武装に踏み切る恐

れがあるように思います。各国が派遣し

ている PKO メンバーは軍服を着用してい

ますね。軍服を着ている人間は平和をも

たらす人とは受け取られないものですよ。 

7．君島さんが、加藤氏を立命館大学に招

かれたとのことですが、どのようなご意

向で招かれたのか，そして講義の結果は

どうだったのかをうかがいたいですね。 

小林小林小林小林    2010/12/042010/12/042010/12/042010/12/04    

大畑豊さんからの情報で、加藤朗氏の立

命館大学での講義のための旅費を NPJ が

負担した、との事実を知り、びっくりし

ました。私は君島さんのご意向で、立命

館大学の講義として、謝礼・旅費ともに

大学が負担されて、おこなわれたものと

ばかり受け取っていました。NPJ が負担

したとなると、その講義は NPJ が主体的

に関わり、推進したことになるのですね。

それは大いに問題だといわざるを得ませ

ん。私としては加藤朗氏の主張は NPJ と

は違うと判断しておりますので、抗議の

意味で、冬季カンパの要請には応じない

ことにしたいと思います。あしからず。 

 

君島東彦君島東彦君島東彦君島東彦    2010/12/05  2010/12/05  2010/12/05  2010/12/05      

NPJ 会員のみなさま 

 12 月 1 日、立命館大学国際関係学部の

わたしの講義「特殊講義（平和学）」に、

加藤朗氏（桜美林大学教授）をゲストス

ピーカーとして招いて、わたしと対談し

ました。この企画は、9 月 19 日の NPJ 理

事会における議論をふまえたものです。9

月 19 日の理事会での議論は、NPJ ニュー

ズレターに理事会議事録として掲載され

ていると思います。9 月 19 日の理事会の

議論は次のようなものでした。 

****** 

 「今年度後半の活動計画」として、君

島代表から次のような提案があった。１）

「自衛隊合憲化のため改憲が必要」とい

う立場に立ちつつも＜憲法９条部隊＞を

提唱する上記加藤教授と、君島代表とが

対談する企画を、11 月下旬に立命館大学

で行なう。この企画は、聴衆を確保する

という意味もあり、君島代表の平和学の

講義１回分を利用して行なう。２）軍隊

の任務・役割を徐々に縮減して、シビル

がミリタリーに取って代わるためには、

軍隊と NGO（シビル、シビリアン）との

対話が必要である。NPJ がミリタリーと
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シビル（NGO）との対話を試みる。具体的

には、たとえば、自衛隊 OB と NPJ のメン

バーとの対話などが考えられる。 

 

君島提案は、以下のような問題意識を踏

まえている。 

・憲法 9 条とは相容れないはずの米国と

の軍事同盟が、日本では９条と”同居”

している。憲法９条を支持する日本の市

民の多くは、日米安保を事実上「黙認す

る」欺瞞性を持っているのではないか。

いますぐに日本の完全非武装化（自衛隊

の武装解除＋すべての米軍の撤退）に賛

成する日本の市民はどのくらいいるだろ

うか。加藤教授の＜憲法９条部隊＞構想

も、この欺瞞性を突くものであろう。 

・非暴力抵抗あるいは非暴力平和隊が行

っているような紛争地での活動は、並々

ならぬ勇気と覚悟をもったいわばエリー

トの行動である。それほど強くなれない

多くの庶民にとっては、そのような行動

はとれない。 

・非暴力行動をとれるエリートの行動は

もちろん貴重・重要であるが、しかし同

時に、それほど強くなれず非暴力行動を

とることができないふつうの庶民を「臆

病者」といって切り捨てることはできな

い。ふつうの庶民の感覚に寄り添いつつ、

エリートの貴重・重要な行動を活かす「む

ずかしいバランス」「狭い道」を見つけて、

ミリタリーへの依存を徐々に克服するこ

とがわれわれの課題である。そうするこ

とによって、欺瞞的な９条支持ではなく、

なんとか９条の思想と精神を救出したい。 

******** 

 9月 19日の理事会の議論では触れられ

ていませんが、わたしとしては、加藤朗

氏との対談は、2009 年 6 月 21 日に東京

で行なった伊勢崎賢治氏とわたしとの対

談の続編という性格も持っていると考え

ています。 

 わたしが、伊勢崎氏や加藤氏のように

軍事力の必要性を主張する人々と対談す

るのは２つの理由があります。 

１） われわれは、侵略、紛争、人道

的危機への対処においてミリタリーの役

割を漸進的に縮減し、ミリタリーをシビ

ル（文民、市民、市民社会）で置き換え

ていく努力をするべきであるが、「過渡的」

には軍隊ないし武装組織と共存すること

になる。軍隊／武装組織と共存している

間、われわれ主権者が軍隊／武装組織を

民主的にコントロールすることはきわめ

て重要な課題である。韓国において、韓

国最大の NGO「参与連帯」が韓国軍と定

期協議を行ない、韓国軍の政策を批判し、

代案を提示することで韓国軍のシビリア

ンコントロールをより強化しようとして

いるのを参考にして、日本でも平和 NGO

の側が自衛隊の政策に対する対抗政策を

打ち出していくことが必要ではないかと

思われる。そのような志向性を持ちつつ、

伊勢崎氏や加藤氏と意見を交換すること

は意味があるのではないか。 

２） 平和学の特徴、美点は対話にあ

る。ガルトゥングが軍に招かれてレクチ

ャーをしたり、軍との対話をしたりして

いるのは参考になる。ガルトゥングがよ

く言うことは、敵の声を聞け、テロリス

トの声を聞け、ということである。互い

の見解の違いを尊重しつつ、意見を交換

することには意味があると思われる。こ

れはガルトゥングばかりでなく、スウェ

ーデンの Jan Oberg、あるいは韓国のイ・

デフン等、多くの平和研究者の意見でも

ある。 

*********** 

 12 月 1 日の対談は、11 月 24 日のわた
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しの講義を前提として、その続編として

位置づけられます。次のようなつながり

です。 

 

第 9 回（11 月 24 日） 

「平和構築と安全保障における軍隊と

NGO」（その１） 

（参考文献などについては、2010/12/05

日付け君島メール参照－安藤注記） 

*********** 

 12 月 1 日の対談の内容について、詳細

に書く時間的余裕がありませんから、わ

たしからみて重要だと思ったところを書

いておきます。 

 まず第 1 に、加藤氏とわたしの対談の

中心的論点は、加藤氏の著作『入門・リ

アリズム平和学』（勁草書房、2009 年）

に関するもので、憲法９条部隊の話では

ありませんでした。国際平和旅団や非暴

力平和隊を知っている者、それらにかか

わっている者からみれば、憲法９条部隊

の話は「問題提起」「注意喚起」の性格が

強いと思いますから、わたしはこれにつ

いて話はしませんでした（11 月 24 日の

授業で、学生に非暴力平和隊について説

明してあります）。 

 12 月 1 日の対談で、憲法９条について

議論しました。加藤氏は、『入門・リアリ

ズム平和学』（この本は理論的に深い本で

す）の中で、憲法９条を「心の平和」（非

暴力主義）として位置づけています。こ

れに対して、わたしは憲法９条は「地の

平和」（公正で平和な政治秩序）の問題で

はないかと尋ねました。加藤氏の答えは、

いまの日本の９条擁護論は、科学的、政

策的なものではなくて、宗教的なものに

なっている（信念、祈り）ので、「心の平

和」なのだというものでした。 

 加藤氏との対談で、わたしにとっての

最大の収穫は次の点です。主権国家が並

存するいまの世界秩序（他国、他人を信

用しないリアリズムの世界観）の理論的

思想的基礎として、ホッブズがいます。

ホッブズを克服するものとして、多くの

場合カントが対置されますが、加藤氏は

カントはホッブズと異ならない、ホッブ

ズをもっとも根源的に批判したのはルソ

ーであると喝破されました。これはわた

しにとってたいへんな示唆でした。 

 カントの主張で見落としてはならない

のは、彼は常備軍の全廃を主張すると同

時に、安全保障における市民の主体性（市

民武装）を述べている点です。パリコミ

ューン以降において、市民武装はリアリ

ティを失っていて、むしろ、ジーン・シ

ャープ、宮田光雄氏、寺島俊穂氏らの主

張するように、非暴力防衛、市民的防衛

の方がまだしもリアリティを持っていま

す。いずれにしても、ここで重要なのは、

ひとりひとりの市民が安全保障について

責任を持つというデモクラシーの問題だ

ということです。これについても加藤氏

と議論しました。加藤氏の場合は、わた

しと違って、非暴力防衛ではなくて、軍

事力に行くのですが。 

 最後に、ナチスドイツ期に、ヒトラー

暗殺計画に加担したとして処刑された神

学者、ボンヘッファーについて議論しま

した。宮田光雄氏は、ボンヘッファーの

思想は「非暴力市民防衛」になるだろう

と書かれています。加藤氏は、ボンヘッ

ファーの直面したディレンマ（非暴力 vs

ヒトラー暗殺）について、倫理的に簡単

に答えは出せないといいます。 

 ひとつ、わたしとして、もっと聞きた

かったのは次の点です。戦後日本におい

て、憲法９条２項（戦力の不保持）が支

持されて、リアリティをもっているのは、
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帝国陸海軍の問題性・暴力性にあります。

帝国陸海軍への根本的な不信が憲法９条

支持の基礎にあります。したがって、も

し自衛隊が正統性を獲得したいのであれ

ば、自衛隊が帝国陸海軍とは思想的理念

的に断絶したまったく違う組織である

──憲法上の人権と民主主義を尊重する

組織である──ということを示す必要が

あります。わたしは帝国陸海軍と自衛隊

の断絶性について加藤氏にお尋ねしまし

たが、これについての説明がもっと欲し

かったところです。 

 

奥本京子奥本京子奥本京子奥本京子    12/07  12/07  12/07  12/07      

君島さま、 

詳細にわたるご報告をありがとうござい

ました。貴重です。 

 

私は、「過渡期における軍との共存という

こと」を、ＮＰＪのわれわれが批判的に

しかし積極的に考えていく必要があると

感じています。東アジアの現実は、かな

りヘビーな軍事主義（文化と構造）に支

えられており、ときどき、ごれが直接的

暴力となって顔を出しています。このと

ころは、「ときどき」どころか、「しょっ

ちゅう」ですけれど・・・。 

これを、なんとか、転換するべきという

ところでは、ＮＰＪに連なっている皆さ

んは、大体のところ賛同されるのではな

いかと勝手に考えています。ただ、「どの

ように」の部分がまだまだ共有できてい

ないことなのですね・・・今回の議論（ま

だ始まったばかりですが）を拝見してい

て、そう思いました。また、統一見解を

出す必要もないことかもしれません。 

 

しかし、ＮＰＪとして、また、ＮＰに連

なる者のネットワークとして、「海外」の

紛争現場と、われわれの足元の紛争現場

をつなげて考えることは、当然のことと

思います（団体としての 

nonpartisanship は尊重しながら）。 

 

フィリピンのある紛争転換のグループは、

かなり積極的に軍隊と対話を始めている

ようです。そのほかにも、東南アジア他

においては、そういった試みがちょくち

ょくあると聞きます。実際にそういう活

動に関わっているという若い女性に話を

聞くチャンスがあったとき、「平和主義が

軍隊にからめとられてしまう」危険性は

あるのかと聞いたことを思い出していま

す。 

彼女は、決定的に相いれない部分はもち

ろんある。そこは、かなり慎重に付き合

う必要があるし、常に、どこが違うのか、

平和主義の軸がぶれないように、自己チ

ェックが必要だ、と言ってました。しか

し、平和主義的な考え方に対して、意外

と軍人が理解する要素もあるのだ、と、

そこに希望があるかもしれない、とも、

言っていました。 

「過渡期における軍隊との共存」は、軸

足をしっかりと置き、ひっくり返ってし

まわないように、何のためにわれわれが

活動や研究をしているのか、常時、確認

する必要があると思います。そして、慎

重に、しかし、ある場合は大胆に対話の

態度を醸成していくことが、もっとも重

要であると考えます。 

ＮＰＪのメンバーのみなさんと、いろい

ろな話がしたいです。それこそ、「多様な

意見のコンフリクト＝＞対話」が重要と

思います。ふと、思いついたことを、思

い切って投稿しました。 

 

北九州・川辺希和子北九州・川辺希和子北九州・川辺希和子北九州・川辺希和子    12/0812/0812/0812/08            
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ＮＰＪのみなさま  

今回のみなさんのご意見に、いろいろと

考えさせられました。奥本さんの投稿を

読み、共感いたしました。 

君島さんのご報告、興味深く読ませてい

ただきました。対談の内容の録音はない

のでしょうか？学生の反応や感想はどう

だったのでしょうか？とてもお忙しいよ

うですので、先で機会あればお知らせく

ださるとうれしいです。 

 

立ち位置が違う相手との対話の必要性は、

日常生活や地域での活動の中で常に感じ

ています。私が、平和を「点」でとらえ

るのでなく「線」でイメージするように

なったのは、たしか君島さんの書かれた

文章を読んでからのように思います。 

 

立ち位置が微妙に違うだけでも、対話す

ることは簡単ではありませんでした。そ

こから、お互いに一歩も前に進みにくい

状態にあることを感じます。現在の状態

が軍事力と共存しているのであることは

事実で、そこから一歩でもそうでない方

向へと進んでいくことが重要だと思いま

す。非武装なんて現実的でないと考える

方も、世の中から少しでも暴力や武器を

減らすことには反対しないのでは？現在

の自分たちの言動がどのような世の中へ

とつながるのか、その方向性が重要だと

思います。北九州で開かれているいろい

ろな集会においても、それと考えを異な

る方たちとはいつまでも平行線をたどっ

ているように思います。対話の相手は人

間であり、生い立ちや環境や情報によっ

て獲得したものの違いがあるのだと思い

ます。 

 

今回の立命館大での対談のように、若い

人達の集まる場所を活用して、立ち位置

の違う考えの対談を聴いて参加者それぞ

れに考えていただく機会をつくられたこ

とは、とても価値のあることではないで

しょうか。すでにある場を活用するとい

うのも、いい方法だと思います。 

加藤朗氏のお考えについては、ニュース

レターや君島さんの報告からだけでは、

まだよくわかりません。３回シリーズの

講演会や１２月の立命館での対談の録音

があれば、お借りしたいところです。 

 

鞍田東鞍田東鞍田東鞍田東    12/08 12/08 12/08 12/08     

奥本さんの投稿を読ませていただいての

感想です。 

１：軍隊との「対話」について 

「悪魔とでも交渉する」のが「外交」だ

とか。現に「軍隊」があり、発足以来の

OB を含めて「軍事的」「（地域）経済的」

のみならず「社会的」「政治的」存在にな

っています。「対話」は 基本的な「非暴

力行動」だと思います。 

２：軍隊との「共存」について 

－１：フィールドで・・・ 当然 それ

ぞれの実際の活動の場の状況に応じて 

具体的に検討されているテーマの一つに

なっていると思います 

－２：日本以外のアジア各国で・・・勉

強不足の私には わかりません 

－３：日本で・・・「神学的」ではない「対

話」をしなければ と 思っているので

すが。 『自衛隊 OB が NP の非暴力ト

レーニングを受け NP の「行動規範」に

従って FT メンバーに応募する』などと

いうことになるような・・・・ 

 

小林小林小林小林    12/09  12/09  12/09  12/09      

私はこのような対話には賛同できません。

「労多くして功少なし」のように思えて
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ならないからです。思い出すのは、4,5

年前の雑誌「世界」に載った「ハトはハ

トでも伝書鳩になーれ」という寄稿です。

カタログ通信の「雑誌」の社長である斉

藤氏が書かれたもので、平和運動をやる

人たちへの苦言であり、示唆だったと思

っています。その論旨はおおよそ以下の

ようなものでした。 

商売人である斉藤氏から見ると、お客様

は三つに分類される。(a)まず宣伝も勧誘

をしなくとも無条件に買ってくれるあり

がたいお客様、(c)その反対に、いくら宣

伝しても勧誘しても絶対に買ってくれな

いお客様、(b)そしてその中間で、宣伝や

勧誘次第で買ってくれたり、買ってくれ

ないお客さまだ。この見方は平和活動を

やり方にもつながるものがあるのではな

いだろうか。 いろいろな平和集会が 開

かれているが、そこで見かけるのは見慣

れた方ばかり。なにか身内だけで集まっ

ているんじゃないか。あれでは広がらな

いだろう。効果的に広げるには、中間に

立っている(b)の方々にいかに働きかけ

るか、ではないだろうか? 伝書鳩のよう 

に(b)の方々のところに飛んで行かなけ

ればならないんじゃないか。 (c)のほう

から(b)の方々への働きかけも活発だよ

(メディアや政府側の動きもその一つ）。 

(c)に対する働きかけは、「労多くして功

少なし」だと考えている。というもので

した。 

私は、加藤氏のような自衛隊合憲論で固

まっている方との対談というのは、ディ

ベートのような主張のぶつけ合いにしか

ならないんじゃないか、と思っているの

です。 

(中略) 

確かに、日本の完全非武装化に賛成する

日本市民は少ないですね。しかし、だか

らといって＜憲法９条部隊＞構想には結

びつきませんね。日本の完全非武装化に

賛成する日本市民をどうやって増やして

いったらいいのだろうか、をじっくりと

進めて行くしかないだろうと考えていま

す。道は遠いでしょうね。 

韓国軍の哨戒艦沈没事件を北朝鮮による

ものとでっち上げた米韓の動きに盲従し

て緊張を高める政府とメディア。尖閣諸

島が日本固有の領土だと主張して緊張を

高める政府。これらの動きは本当に危険

な感じがしています。 

私はむしろ、武力紛争を予防するための

国際的グローバル・パートナーシップ

(GPPAC)の運動をもっと盛り上げて行か

なければならないのではないか、と考え

ているのです。 

 

また私の見るところでは、軍隊というも

のは本質的に軍備拡張を続けるもので、

漸進的に縮減するなんてことは絶対に考

えられませんね。軍隊を廃止した国がい

くつかありますが、漸進的に減らしてい

った、という例を私は知りません。政治

的決断で一気に廃止しなければ絶対に実

行できないものだ、と考えていますよ。

そういう政府をいかにしてつくるか、結

局は国民大多数の意見がそのようになら

なければなりません。 

 

奥本奥本奥本奥本    12/21 12/21 12/21 12/21     

NPJ のみなさまへ、 

先日理事会が京都であり、次回の総会の

日程についても話し合いました・・・総

会の後（？）に、学習会というかワーク

ショップというか、小さな（大きくても

いいのですが）イベントを・・・という

話にもなりました。 

 



   

12 

 

学習会／ワークショップの内容は何もま

だ決まっていません。しかし、この間 ML

でも話し合いの必要性が明らかなように、

「ここらあたり」のテーマを立てて、対

話しようではないか、というところでは

共有されました。「ここらあたり」という

表現をしたのは、そのテーマ自体も、こ

の ML である一定話し合って決めてもい

いんじゃないかな、と思ったからです（こ

れは、あくまでも奥本の個人的意見です）。

「ここらあたり」などと言わずに、はっ

きりと「過渡期における軍隊との＜共存

＞について」とか、「自衛隊との対話は可

能か」とか、打ち出したほうがいいのか

もしれません。しかし、一応、ファシリ

を仰せつかったので、2 か月ほどかけて

じっくりと、皆さんと一緒に考えること

をしたいな～と思ったのです。 

 

みなさま！！お願いその一：ひとまず、3

月 13 日（日）午後をおあけください！ 

お願いその二：テーマを何と設定しまし

ょうか？ご意見ください。 

お願いその三：そして、そこで、数分の

プレゼンをして下さる方々を複数名応募

します。いろいろな立場の意見が、まん

べんなく出るように、そして、それらを

土台として、その後、しっかりと、全員

で安心して対話できる環境が整うように、

私としてはできることをさせていただき

たいと思います。 

 

小林小林小林小林    12/2512/2512/2512/25    

3 月の総会の後で学習会を、という提案

大いに結構ですね。奥本京子さん、フア

シリテータ役 ご苦労さまです。 

私は、次のように考えます。 

まず、条件として、君島さんが確実に出

席できる日であること。次に十分な時間

を当てていただきたいと思います。一晩

泊まりでやりたいくらいなんですが、ご

多忙の方々ばかりで人数が揃わぬでしょ

うから、総会は午前中に済ませてしまっ

て 、12 時から弁当を食べながら、夜ま

で(関西のお忙しい方々がその日のうち

に自宅に戻ることができるぎりぎりの時

間まで）やるくらいの覚悟ではいかがで

しょうかね? そうなると東京駅か品川あ

たりの最寄りの場所が「ベター」 ですね。

それだけの時間が当てられるのであれば

札幌からの参加も考えますよ。 

 

さて、次はテーマですが、今必要なこと

は、「NPJ の活動方針」というか、「NPJ

はいかにあるべきなのか」が今問われて

いるように思います。 

今年になって日本で目立つナショナリズ

ムを煽り立て、国際間緊張を高める動き

は、武力紛争につながりかねない動きで

はないか、という思いがひしひしと感じ

られるのですが、 このような動きに対し

て、GPPAC の テーマでもある「武力紛争

を予防する」こと、は NP の根本思想でも

あると考えています。緊張をゆるめてい

くこと、そのような煽動に乗じられない

世論をどのようにしたら醸成していける

のか、を考えたいと思っています。国家

が煽り立てようとしていることに反対し

て行く、ということは明らかに政治的な

活 動 で あ り 、 NP の 基 本 原 理 で あ る

nonpartisanship に離反するものなので

しょうね。このあたりをとことん論議し

たいんですが、一日では時間が足りませ

んかねぇ。 

また、「もし攻められたら」という議論が

あり、非暴力防衛論が出てきますが、私

は前から唱えているように「攻められる

心配のない国際関係」を作って行きたい
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と考えています。「もし攻められたら」と

いうお考えも判らない訳ではありません

が、そのような考えが出て来るのは何故

なんだろう，なにか心の底にそのような

怖れがあるからなのでしょうかね。この

へんのところを、「９条平和部隊」なるも

のよりも先に考えて見たいと思っていま

す。 

 

鞍田鞍田鞍田鞍田    12/26  12/26  12/26  12/26      

小林さん みなさま   

一言だけ。＜「攻められる心配のない国

際関係」を作って行＞くことは 私にと

っても目標です。  

しかし、そのためには、国民の多数にそ

のような「政治的な」姿勢に立ってもら

わなければならない。 

そのためには、＜「もし攻められたら」

＞という＜なにか心の底＞にある＜その

ような怖れ＞から解き放ち、「最悪のケー

スには＜非暴力防衛＞で対応するのだ！」

という腹を据えていただく必要があると

思います。しかし、殆どの国民は、防衛

＝軍事と思い込んでおり、非暴力防衛な

ど言葉として聴いたことも無いのが現状

でしょう。このままでは、日米同盟強化

の流れに棹差すことは、困難ではないか

と思い、敢えて、逆らう次第です。  

 

小林小林小林小林            12/29 12/29 12/29 12/29     

鞍田東さんの主唱される「非暴力防衛」

についての所感を申し上げます。 

「平和学を学ばれる方へ」の中で寺島俊

穂氏の書かれた「非暴力防衛」について

今一度勉強して見ました。 

 「非暴力防衛」という言葉を聞くだけで

は、何を何から防衛するのか，が判然と

しませんね。常識的にいえば、非暴力に

よって、国家機構を外敵から防衛する、

と受け取られてしまうでしょうね。そし

てそんなこと無理だよ、ということにな

ってしまい、説得力を持てないように思

います。寺島氏の説明には、「非暴力抵抗」

あるいは「非暴力闘争」という言葉が出

てきますが、私は、「非暴力抵抗」という

ことならば理解できます。そして、最終

段のあたりで、(以下引用)[非暴力防衛を

可能にするのは、民主的自治の日常的な

積み重ねである。国内において不正義に

対して立ち上がり、創造的な成果を上げ

ていれば、それを記憶にとどめ、範例と

して生かしていく必要がある。「レジスタ

ンスは、国家機関の命令する危険な国策

へのレジスタンスからはじまる」と言わ

れるように、自国の戦争政策に対する日

常的な抵抗の積み重ねが、実際に侵略が

あったときに非暴力防衛の態勢を築くた

めの前提となるであろう。この「危険な

国策」には安全保障に関することだけで

はなく、人権侵害や環境破壊に関するも

のも入るであろう。肝心なのは、日常的

に不正を正していく政治文化を醸成して

いくことである。（引用終わり) 

 

と書かれていることに共鳴します。「自国

の戦争政策や人権侵害や環境破壊に関す

る日常的な抵抗」ということになると、

普天間基地撤廃運動とか山口県の上関原

発計画阻止運動、自衛隊の南西諸島への

増派計画に反対する、TPP への参加反対

するなど、ある一つの問題に特化した市

民レベルでの反対する運動は多数あり、

いろいろな活動がなされていますが、こ

のような活動を通して、ふだんに対話し

あい，論議していけるネットワークやサ

ークル(あるいは読書会とかおしゃべり

する会などなど）のつながりを持ってお

くことが、イザという時に頼りになる、
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ということではないでしょうか?「非暴力

防衛」というとっつきにくい抽象的な論

議ではなく、日常の生活の中で具体的に

目標が判るような不正を正していく活動

のほうが具体的であって取り組み易いの

ではないでしょうか?このような活動は、

明らかに政治的活動ということになり、

Nonpartisanship を標榜する非暴力平和

隊の名を冠する NPJ としてはふさわしく

ない活動というべきであり、理事会議事

録に書かれているように、NPJ の活動の

活動とは切り離して別組織でなされるべ

きでありましょう。英国のスコットラン

ドで果敢におこなわれたトライデント・

プラウシェアズの非暴力直接行動も大い

に参考になりますね。 

 

君島 2011/01/12 (水)  

NPJ 会員のみなさまへ 

 京都の（いまはソウル出張中の）君島

東彦です。奥本さんの 12 月 21 日のメー

ルへの応答です。 3 月 13 日のワークシ

ョップに関して、次のような内容を提案

します。 

************* 

ワークショップ「ミリタリーをどうする

か」 

 わたし自身、次のような報告をしたい

と思います。 

「デモクラシーの捉え直し、ガルトゥン

グのミリタリー論」 

 参考文献として、君島東彦「日米安保

体制をどのように克服するか──共同体

形成と脱軍事化への道筋」『法律時報増刊 

安保改定 50 年──軍事同盟のない世界

へ』（日本評論社、2010 年）227-234 頁、

イ・デフン「軍隊をどうするか」君島東

彦編『平和学を学ぶ人のために』（世界思

想社、2009 年）347-363 頁、ヨハン・ガ

ルトゥング「過渡期にある軍隊──軍に

とっての新しい役割」『ガルトゥングの平

和理論──グローバル化と平和創造』（法

律文化社、2006 年）66-80 頁。 

  

 さらに、立命館大学国際関係学部の学

生２人に報告をしてほしいと思っていま

す。 

 高木映里さん（立命館大学国際関係学

部２回生、立命九条の会代表） 

 内藤綾也佳さん（立命館大学国際関係

学部２回生, International Solidarity 

Movement で活動） 

 彼女たちに報告してほしいのは次のよ

うなテーマです。 

「平和に関する日本国民の世論、大学生

世代の意見、そしてわたしの考え（仮）」 

 ふたりとも、それぞれ平和について深

く考えていて、活動も活発にしています。

彼女たちの報告は、NPJ の会員にとって、

いい刺激、新しい発見をもたらしてくれ

るとわたしは確信しています。 

 それから、小林さんと鞍田さんにも報

告をお願いしたいと思っています。 

 

仙台・鳥山敦仙台・鳥山敦仙台・鳥山敦仙台・鳥山敦    01/1801/1801/1801/18    

君島様、3/13 のワークショップに対する

ご説明を読んで以下の新たな疑問が出て

きました。 

1. 「ミリタリー」とは日本語にすると「軍

隊」でいいでしょうか。以下、そうであ

るとして。 

2. 「ミリタリー（軍隊）をどうするか」

というテーマそれのみを見ると、「軍拡す

べきである」という結論に至ることもあ

りうると考えます。しかし、これまでの

メーリングリストでの流れを見るとその

ような可能性は想定されていないと私は

思います。テーマとして広すぎるのでは
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ないでしょうか。広いテーマの元でとり

あえず何人かに発言してもらって、問題

の本質を洗い出すという方法もあります

が。 

これが、「軍隊全廃をどう実現するか」と

いったテーマの提案なら、これでもまだ

広い気もしますが、これまでの流れには

沿っていると思います。 

 

君島君島君島君島    01/18 01/18 01/18 01/18     

鳥山さん 

ミリタリーという言葉を使う１つの理由

は、自衛隊は完全な軍隊ではないので、

軍隊という日本語を使うよりもミリタリ

ーというカタカナの方が対象に自衛隊を

含めるのにいいのではないかと思ったか

らです。 

 「ミリタリーをどうするか」というテ

ーマは、より具体的にいえば、「われわれ

市民は、ミリタリーをどのようにコント

ロールし、どのようにその役割を縮小し、

どのように軍事支出を減らしていくこと

ができるか」ということになります。そ

の際注意すべきなのは、ミリタリーの役

割の縮小に比例して、市民、シビリアン

の役割・活動が拡大するということです。

ミリタリーの役割・活動の縮小・転換と

市民、シビリアンの役割・活動の拡大を

セットで考える必要があります。それは

さておき、ワークショップのテーマとし

ては、あまり狭くても報告しにくいでし

ょうし、幅広い人々に興味を持ってもら

うには「ミリタリーをどうするか」くら

いの大きなテーマ設定がいいのではない

かと思いました。いかがでしょうか。 

 

君島君島君島君島        01/19 01/19 01/19 01/19     

 わたし自身、不必要にカタカナ語を使

うのはやめるべきで、できるだけ日本語

を使うべきだと考えていますが、「軍事力

をどうするか」とすると、なかなか重た

くて市民から遠ざかるような気もします。

ミリタリーというカタカナは大目に見て

いただけないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冬季カンパお礼冬季カンパお礼冬季カンパお礼冬季カンパお礼    

ニュースレター36 号での冬季

カンパ呼びかけに対し、経済情

勢の厳しい中、多くの方々にお

応えいただき、深く感謝申し上

げます。38 口 26 名、1 団体か

ら合計 239,800 円でした。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

カンパを頂いた方々のお名前

を以下に記してお礼を申し上

げます。 

・・・・・・・・・・・・・・ 

日置 祥隆 丹波孝 広段隆 

馬渡雪子 岡崎善郎 内木茂 

安藤博 柳康雄 川辺希和子 

日隅一雄 青木護 西内勝 

秋山正敦 本東宏 青山正 

野島大輔 大橋祐治 松室光

子 中村健 大畑豊 石田明

義 鞍田東 佐藤倶子 渡辺

俶子 堀川淳子 西冨房江 

矢島十三子 北村あや子  

木村護郎 荒井章 前田惠子  

俵恭子 大石裕子 岡本珠代 

武井由貴 カトリック市川教会カトリック市川教会カトリック市川教会カトリック市川教会 

 



 

 

  

    

    

＜書籍のご案内＞ 

『反戦のともしび『反戦のともしび『反戦のともしび『反戦のともしび――――第二次世界大戦に抵抗したアメリカの若者たち』第二次世界大戦に抵抗したアメリカの若者たち』第二次世界大戦に抵抗したアメリカの若者たち』第二次世界大戦に抵抗したアメリカの若者たち』    
（ラリー・ガラ/レイ・ガラ編著、師井勇一監訳 明石書店刊、2,800 円＋税） 

熊本市の非暴力平和隊・日本会員、俵恭子さん（九州ルーテル学院講師）が翻訳に加わ

った訳書が、この夏刊行されました。第二次大戦下の米国で、戦争に反対し投獄覚悟で

兵役拒否を貫いた若者たちがいたことを、日系人ジョージ・ヤマダさん（故人）ら十人

の体験者の証言で綴った貴重な記録。ジョージさんの両親は熊本県出身で、1904 年ごろ

渡米。大学在学中の 1940 年に「すべての戦争に反対して「良心的兵役拒否」を宣言。兵

役拒否者に奉仕活動をさせる収容所でも、黒人差別への抗議運動に関わったりして、何

度も投獄されています。俵さんは 2004 年に渡米した際、反戦手記をまとめたこの書を入

手。熊本 YWCA 会員など 11 人で翻訳チームを組織し、2 年ががかりで出版にこぎつけま

した。非暴力平和活動に勇気を与える「良心の書」とされています（『熊本日日新聞』

2010/7/20 付け記事などをもとに、安藤博記）。 
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  ＊通信欄に会員の種類を(賛助会員の場合は口数も)ご明記ください。 

   銀行振込銀行振込銀行振込銀行振込：三井住友銀行三井住友銀行三井住友銀行三井住友銀行    白山支店白山支店白山支店白山支店 普通普通普通普通    6622651662265166226516622651 口座名義：NPJNPJNPJNPJ 代表代表代表代表    大畑豊大畑豊大畑豊大畑豊            

        ＊銀行振込をご利用の場合は、お手数ですが電話･ファックス･メールのいずれかを 

通じて入会希望の旨、NPJ 事務局までご連絡くださいますようお願いいたします。 

 ウェブサイトからのお申し込みウェブサイトからのお申し込みウェブサイトからのお申し込みウェブサイトからのお申し込み：http://np-japan.org/4_todo/todo.htm#member 

 

編集後記：スリランカを訪問した際には、いつも日本大使館を表敬訪問しておりました。ある大使館

員の方が、「政治的立場をとらない」ことは現実にはあり得ない。NP がいくらそう主張しても、相手

方、特に相手国政府はそのように受け止めないのではないか、と反論されました。昨年 7 月、スリラ

ンカの NP 責任者ほか一人がヴィザを取り消され強制退去させられました。NP の活動が「政治的立場

をとっている」、この場合は、EU や国連に組してスリランカ政府の政策に反対していると受け止めら

れたものと思われます。NPJ が国内で非暴力平和活動を行う場合、「政治的立場をとらない」NP の基

本原則とどのように折り合いをつけるか、来る 3 月 13 日のワークショップでの議論に期待が高まり

ます。                                      大橋 
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